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・将来の成長に向けて販管費等を増やしており、前年同期比12億円
の減益要因となっている。

・上期実績では計画に比べ、約5億円の販管費等が未消化となって
おり、その分が下期にずれ込む見込み。
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・上期に比べ、下期は増収減益の見込み。営業利益率も2ポイント低
下(上期：11.0% → 下期：9.0%)。

・しかし、上期より下期にずれ込む販管費等5億円を考慮すると、下
期と上期の営業利益率の実質的な差は1ポイントに留まる。

・詳細は各セグメントの説明を参照。
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・期首では、精密減速機事業の売上高成長率を前期比+6%と見込
んでいたが、2014年9月にIFR (International Federation of Robotics) 
が新たに発表した世界の産業用ロボット市場成長予想：年率12%を
もとに、精密減速機事業の通期見通しを計画した。

・上記の市場前提で固定化された精密減速機事業の通期見通しを
ベースとすると、下期の差引値は上期に比べ約30億円減収の見込
み 営業利益については 減収による減益を見込むみ。営業利益については、減収による減益を見込む。

・今後も産業用ロボット市場は成長すると確信するが、顧客(ロボット
メーカー)の要求が短納期化している。顧客からのフォーキャストの
期間も3カ月程度と以前に比べ短くなっており、事業環境の先行きを
見通しづらくなっている。

・その他事業は、セグメント営業利益に貢献していない。
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・商用車用機器事業は通期で前期比横ばいの見込み。東南アジア商
向けは減収見込みの一方、国内におけるトラック需要が堅調。

・鉄道車両用機器事業と舶用機器事業は前期比で大幅な増収増益
と見込んでいる。
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・鉄道車両用機器事業では、上期に比べ、下期は減収減益となって
いる。

上期は生産増により操業度益が発生し、下期では操業度差異によ
り営業利益にネガティブな影響を与える。

また、下期では中期的な生産増に向けた経費の増加、欧州での販
管費の増加を見込んでいる。また、製品構成差によるマイナス影響
も生じる見込み。

・舶用機器事業は想定以上に回復している。
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・前期比で唯一減収減益のセグメント。

・油圧機器事業では、中国建設機械市場の需要低迷により通期売
上高が前期比40億円減収の見込み。

因みに、中国市場における建設機械販売台数はCY2012・CY2013
では約１１万台だった。今期は、期首計画ではCY2013比で微増を見
込んでいたが、前年比20%減の9万台に市場前提を下方修正した。

・航空機器事業は、前期比で5億円増収の見込み。US1$=100円を
為替前提としているため、為替の状況によっては上振れの可能性が
ある。
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・P5に記載の通り、今期は全社ベースの販管費等が増加する見込

み。本社費用を人員数に応じて各事業セグメントに割り振るため、人
員数が多い航空・油圧機器事業が受ける影響は相対的に大きい。
結果として、セグメントの営業利益が押し下げられる要因となってい
る。
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・前期比で増加する販管費等のセグメント配賦影響により、産業用セ増 響
グメントの営業利益率は前期比で0.5ポイント低下する見込み。

・実質的には、自動ドア事業および包装機事業は前期比で増収増
益の計画。
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・自動ドア事業における主要海外子会社は現地通貨ベースでも前
期比増収増益の見通し。
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・中国向けは、油圧機器事業の落ち込みを、鉄道車両用機器事業・
精密減速機事業・舶用機器事業の増収が補った。
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・棚卸資産回転率が悪化しているが、9月末時点と3月末時点で同回
転率を比較すると、9月末時点で悪化する傾向がある。今期末では
改善を見込んでいる。
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・今期の設備投資額を期首計画の120億円から90億円に見直した。
油圧機器事業における投資の抑制が主因。

・期首計画比で研究開発費は増加する見込み。売上高研究開発費
比率は約3.5%。
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